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１．研究計画の概要 

ミラー対称性とは，リーマン面から多様体へ
の正則写像の数え上げに対応するＡ模型と
複素多様体の変形理論に対応するＢ模型と
いう，2 つの位相的弦理論の等価性のことで
ある．ミラー対称性は多様体の定性的および
定量的な性質に関するさまざまな予想を与
え，これまで個別に研究されてきた数学を結
び付けるので極めて興味深い． 

本研究の目的は，離散群・特異点・ルート系・
リー環・有限次元代数の間にある不思議な関
係を解明するため，ホモロジー的ミラー対称
性の観点から，群作用付孤立超曲面特異点に
対して，「群作用付き行列因子化の圏および
その安定性条件の空間の構造解明」および
「ミルナーファイバーの消滅ラグランジア
ン輪体の行列因子化による構成」という課題
を解決することである． 

 

２．研究の進捗状況 

群作用付孤立超曲面特異点のミラー対称煙
は, 7, 555 個の位相的ミラー対をなすカラビ
-ヤウ多様体の発見をもたらした. 最近, 堀
氏・Orlov 氏・研究代表者らにより, 80 年代
中旬の特異点理論における行列因子化のア
イデアで, その理解が急速に進んでいる. 
離散群・特異点・ルート系・リー環・有限次
元代数の間にある不思議な関係を解明する
ため, ホモロジー的ミラー対称性の観点か
ら, 群作用付き行列因子化の圏およびその
安定性条件の空間の構造解明を目指し, 研
究を行った. これまでの研究において, 群
作用付き超曲面特異点に対するホモロジー
的ミラー対称性予想の定式化および予想成
立の状況証拠を与えていた.  
本研究課題により，群作用付きの「カスプ特

異点」と滑らかな射影曲線を粗なモジュライ
空間としてもつオービフォールドのホモロ
ジー的ミラー対称性予想の組み合わせ論的
側面に関する命題を証明することができた. 
具体的には, 群作用付孤立超曲面特異点に
対して，「ドルガチェフ数」と「ガブリエロ
フ数」を定義することができ，それらが超曲
面特異点の「転置」操作により入れ替わる，
ということを証明した．これにより，「アー
ノルドの奇妙な双対性」を完全な形で拡張す
ることができ，それはミラー対称性によりも
はや「奇妙でなく」自然に説明することがで
きるようになった.  
また，ホモロジー的ミラー対称性によってミ
ラー対であることが期待される単純楕円型
特異点と重み付き射影直線の対に対して，平
坦構造をそれぞれ原始形式とグロモフ‐ウ
ィッテン不変量の理論から構成し，その同型
写像を構成した．これは，この対に対して古
典的な意味でのミラー対称性を証明したこ
とになる．この帰結として，あるエータ積の
フーリエ級数の幾何学的意味づけを行うこ
とができた． 
 
３．現在までの達成度 

②おおむね順調に進展している． 

（理由） 

期待していた研究計画について，アーノルド
の奇妙な双対性の解明およびその一般化に
ついては当初計画以上に進展があり，群作用
付き特異点のホモロジー的ミラー対称性に
ついては順調に研究が進んでいるため． 

 

４．今後の研究の推進方策 
当初予定どおり研究を遂行する予定である． 
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５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
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